
第 221号（No.221）令和 5年 11月号 

 

 

 

                                                   
 
  

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

四天王寺大学から参りました橋詰と申します。突然の自分語りで申し訳ありませんが、私は幼い

ころより、人と対話することが苦手で、物事を客観的にとらえるという事が少々苦手な性格です。

そんな中、「日頃より、人と接し、相手の気持ちを汲み取って対話している職業の方々」の様子を

うかがうことで将来の自分を変える要素とすることができるのではないかと考えました。また、市

民に深く根づいた公共施設の事業はこうで、職場の実態はこうあってほしいという自分本位な好奇

心と身内が地域交流のある行政職であるという複数の動機からはびきの市民大学のインターンシッ

プ参加を希望させていただきました。 

以上の理由からはびきの市民大学で働かせていただく

中で多くの温もりを感じました。特に職員の方々には、

作業内容が未明な際には「どうすればよいのか分からな

い」と伝える前に「これは…こうするんだよ」・「大丈

夫？できる？」等気にかけてくださり、実例を踏まえて

手厚く指導して下さりました。また、緊張しながら作業

する私に対して、世間話等で緊張を自然に緩和して下さ

ったことや、挨拶をすると職員の方々全員がにこやかな笑顔で「よろしくお願いします」と返してく

ださる等、とても社交性豊かな方々で緊張が次第にほぐれていきました。また、講師としていらっし

ゃる先生の方や受講生の方には「頑張ってください」や「頑張ってね」等の励ましの言葉をいただ

き、嬉しい感情と業務への熱意の向上心を嚙み締めておりました。軽率な考えかもしれませんが、こ

のような経験ができたのは偏にこの場所に関わってこられた市民の方や、職員の方々一人一人の尽力

の賜物であると感じました。 

以上のことより、このインターンシップを通じて、自分なりに次にすべきことを認識、実行する

ことがどれほど難しく、それを常日頃から行っている職員の方々の高度な社会性を垣間見ることがで

きました。そして地域一体であるが故に、どんな方でも訪れることのできる「はびきの市民大学」と

いう１つの組織の「温かさ」を肌で感じる事が出来ました。貴重な社会性に触れる良い場に参加させ

ていただきました。心より感謝申し上げます。 

 
 
 

受付 9 時 00 分～17 時 30 分（2 階学習情報室 9 時 30 分～16 時 30 分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

 

 

ボサノバの女王、アストラッド・ジルベルトが亡くなった。  

ボサノバとは、ポルトガル語（ブラジルの母語）で「新しい傾向」「新しい感覚」。 

1950年代後半、リオデジャネイロの富裕な階層から出た、アントニオ・カルロス・

ジョビンやジョアン・ジルベルト、外交官・作詞家のモライスらがうみだしたボサノ

バは、「想いあふれて」（シェーガ・ジ・サウダージ）が最初のヒット曲。米国のジャ

ズ・ミュージシャンを経由して広まっていき、さらに映画『黒いオルフェ』に劇中曲

として使われることで、その存在は世界に知られるようになる。 

ジョアンの当時の妻アストラッドが英語詞で歌った『イパネマの娘』は、店先を軽

やかに通り過ぎていく若い女性にインスピレーションを得て、ジョビンとモラエスが

創作した名曲で、世界的にヒットした。     

平成 2年、大阪ブルーノート（現・ビルボードライブ大阪）が開店、アストラッド

が長期ライブを打った。心地よくクールな歌い方は狂熱のサンバとは対照的であった。 

いつしかボサノバは、本国ブラジルでは廃れ、日本で定着。小野リサのような人気

の歌い手も出た。何事も自己流にアレンジして根づかせていくのが、われわれの国民

性だ。 
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はびきの市民大学情報誌

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1 番 1 号 LIC はびきの内

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

はびきの市民大学 

 

学 長 コ ラ ム  

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

 

オータムコンサート・特別講義を開催しました 

10月 14日（土）にホール Mにて公開講座を開催いたしました。 

第 1部のオータムコンサートは「“Bon Voyage” 音楽で巡る旅」

をテーマに大阪音楽大学専攻科生による、楽器編成の多彩なコン

サートでした。「知っている曲が多く、楽しかった」、「クラリネッ

トがだんだんと短くなっていくのが、面白かった」、「観客も一緒

に『ふるさと』を合唱した。長いコロナ禍をぬけて清々しい気分

になった」などの感想をいただきました。 

【第 50 回】 

～はびきの市民大学の温もり～ 

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

第 2部は北川央（きたがわひろし）氏を講師に迎え、特別講義「秀頼時代

の豊臣家～なぜ大坂の陣は起こったのか」を行いました。豊臣家と徳川幕府

の対立である大坂の陣を、たくさんの史料を元に講義していただきました。 

宣教師たちが書き記した史料などから、ヨーロッパからも注目を浴びてい

たことや、豊臣秀頼の人望のあることと、徳川秀忠の人気のなさなど、驚き

や初めて聞くことも多い、充実した時間となりました。 

 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場（有料）には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
※情勢により、感染予防対策をお願いする場合がございます。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 
※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 
 
ご個人情報の取り扱いについて 
１．ご提出いただきました個人情報につきましては、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に管理いたします。また、株式会社みのり
の里「個人情報保護方針」のもと適切な取り扱いを致します。 

２．ご提出いただきました個人情報は、はびきの市民大学事務局が主催する講座の運営、受講生募集を行う目的の範囲内で利用させてい
ただきます。 

３．ご提出いただきました個人情報は、次の場合を除き、ご本人の同意なしに第三者に提供することはありません。 
(1)講座実施にあたり、講座を担当する講師または講座委託会社に受講者のお名前、年代、性別、受講履歴を提供すること。 
(2)公的機関からの法令に基づく照会を受けた場合。 


